
2024年10月22日

公益社団法人 福井県観光連盟

（福井県DMO）
観光地域づくりマネージャー

佐竹 正範

稼ぐ観光を目指して
福井県観光DX推進
〜データで切り開くこれからの観光〜

福井県観光DX推進マーケティングデータコンソーシアム





観光DXとは？

目的を達成するための手段

「観光」すらも地域活性化の手段



誰が？ 稼ぐ観光

地域が？

行政が？ DMOが？ 民間事業者が？



稼ぐ観光を目指して
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キャッシュポイント
（宿・食事・体験）

集客ポイント
（歴史・自然・フォトスポット）

顧客満足度
（推奨意向）

ファン作り
（リピーター）

稼ぐ観光地域づくりの推進
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略
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PDCAを回す

稼ぐ観光を目指して

より正確でリアルタイムな
実態把握

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると



１）観光で稼ぐプレイヤー支援
▷ 商品の磨き上げ
▷ 商品化 / 商材開発 / ツアー造成

２）市町観光協会や地域DMO（設立）の支援
（プレイヤーの事業環境整備のため）

▷ 市町の地域DMO設立に向けた勉強会など
▷ 観光人材の育成

３）観光マーケティングデータの提供
▷ データに基づく観光地域づくりの推進

福井県DMO（福井県観光連盟）の活動
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福井県DMO 観光で稼ぐプレイヤー支援体制
ブランディング・商品開発支援

観光連盟ＨＰ上で
販促支援

商品の企画・販売

美食福井観光 福井：嶺北

静かな山奥で天然素材に
囲まれて福井時間を堪能！

プランA： 5,000円～
プランB：10,000円～

- 体験商品の購入はこちら -

アンケートの実施

主要観光地90エリアに対し、
アンケートサイトへ遷移す
るQRコードを設置

データの蓄積

新たな商品化

○季節のアクティビティ開発

○新たな体験コンテンツづくり

冬夏

データ収集と分析・活用支援

DMPの構築

様々なデータ収集による
観光DXの推進

市町を中心に
データの
分析・活用

※イメージ
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インバウンド受け入れ態勢整備

インバウンドアドバイザー
筒井 二郎

Googleビジネス登録
免税店対応推進 など

観光地域づくりマネージャー
佐竹 正範

観光ブランドアップ
スーパーバイザー
於保 孝志

サスティナブルエキスパート
折原 直廣

体験コンテンツ造成支援

プレイヤー支援
宿・食を中心に
着地の整備

体験型コンテンツ造成
ツアープログラム造成 など

インバウンドマーケティング
プランナー
ピエール ウベール レルー

インバウンド向け情報発信

ツアー造成推進
ガイディング
インバウンド向けSNS
など



ー 福井県観光DXコンソーシアム ー

公益社団法人福井県観光連盟

2024年度
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実態把握とオープンデータ化



観光業という
業種がない？

最初の驚き

観光業は、日本標準産業分類※で
ひとつの業種として分類はされていない。

※  参照： https://ja.wikipedia.org/wiki/日本標準産業分類
日本標準産業分類とは、日本における産業分類のうち20世紀半ばに成立して現在用いられているもの、標準産
業分類の日本版を指す。日本の公的統計における産業分類を定めた総務省告示であり、統計調査の結果を産業別
に表示する場合の統計基準として1949年（昭和24年）10月に設定されて以来、改定が重ねられてきた。
農業・建設業・製造業・卸売業・小売業・金融業・医療・福祉・教育・宗教・公務などのすべての経済活動を、
大分類・中分類・小分類・細分類の4段階に分類している。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%A8%99%E6%BA%96%E7%94%A3%E6%A5%AD%E5%88%86%E9%A1%9E


・何処に、どれぐらいの人が？

・何処に、どれくらいの宿泊？

・何処から、どんな人が、何の目的で？

・何処で、いくら域内消費をしている？

・観光客の満足度や再来訪意向は？
その理由は？

・旅行の情報収集手段は？

・季節変動は？

・エリアごとに観光客の特徴は？

地域の観光コンテンツ造成や
プロモーションを考える時に

誰をターゲットに
何をするか？

そのために

知りたいこと

現状把握



現状把握（１） ： 入込客数 と 宿泊延数
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平成25年-令和5年 福井県の月別入込客数

H25(2013年) H26(2014年) H27(2015年) H28(2016年) H29(2017年) H30(2018年) R1(2019年) R2(2020年) R3(2021年) R4(2022年) R5(2023年)

約4倍の入込客数差

入込客数
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入込の平準化が必要
（1月、2月、3月、6月、
7月、12月の誘客強化）

月毎入込客数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H25(2013年) 1,275,060 1,109,115 1,377,196 2,199,496 2,940,502 1,586,870 2,177,706 4,430,358 1,935,743 2,170,060 2,064,633 1,075,369

H26(2014年) 1,384,011 1,192,777 1,379,666 2,410,000 3,216,439 1,629,386 2,291,031 4,012,199 2,524,718 2,649,700 2,472,055 1,091,047

H27(2015年) 1,395,748 1,350,497 1,680,488 2,596,566 3,831,094 1,805,051 2,496,714 4,931,337 2,813,350 3,018,396 2,645,143 1,391,760

H28(2016年) 1,638,013 1,473,479 1,830,491 2,863,542 3,856,277 1,928,231 2,891,203 5,153,307 2,608,838 3,062,485 2,794,929 1,555,716

H29(2017年) 1,614,439 1,419,716 1,901,460 2,883,847 3,829,906 1,988,672 2,713,723 4,880,958 2,669,080 2,822,666 2,631,484 1,604,608

H30(2018年) 1,597,195 1,179,152 1,976,505 2,901,278 3,696,581 2,220,080 2,664,248 5,197,329 2,678,719 3,608,070 3,042,352 1,676,036

R1(2019年) 1,857,852 1,755,244 2,088,593 3,279,716 4,368,679 2,300,074 2,866,544 5,068,729 2,873,702 2,918,958 3,471,811 2,009,198

R2(2020年) 2,088,085 1,807,336 1,458,591 534,017 701,109 1,356,431 1,793,826 2,556,689 2,288,852 2,509,495 3,126,878 1,612,423

R3(2021年) 957,613 1,240,982 1,717,280 1,881,441 1,992,047 1,537,640 2,192,023 2,297,175 1,873,032 2,669,916 2,881,794 1,606,799

R4(2022年) 1,461,065 989,079 1,746,041 2,645,359 3,213,647 1,937,226 2,443,774 3,620,702 2,374,133 3,184,985 3,004,322 1,718,786

R5(2023年) 1,647,283 1,562,447 2,293,215 2,849,984 3,438,401 2,263,380 3,069,284 4,528,334 3,129,902 3,217,751 3,218,413 1,960,389



福井県内17市町の入込み状況

デジタル観光統計オープンデータをグラフ化
2023年度



データソース：
デジタル観光統計オープンデータ

2023年度



宿泊延数
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観光庁宿泊統計調査をグラフ化
2024年度



現状把握（２） ： 観光客のニーズ把握



Googleアナリティクス
何のキーワードで流入しているか？
どんなページが見られているか？

まず最初に、観光客の興味関心を
マーケティングデータとして提供開始

福井県公式観光サイト
「ふくいドットコム」

2021年度



Googleクチコミ分析

Instagram投稿分析

企画提案
や

改善提案

オンライン投稿分析（県内主要観光地12か所）
2022年度



県内86箇所の観光地
Google Mapでの表示回数、ルート検索回数などを分析

人気や目的地としてのバロメーター、効果測定にも利用可能

Googleビジネスプロフィール
2023年度



現状把握（３） ： 観光客の実態把握



来てくれてありがとう ふくい旅
答えてHAPPINESS プレゼントキャンペーン

QRコードを読み込み、アンケートに
お答えいただき、応募ただいた方の
中から、抽選で福井県グルメギフト
カタログが当たるキャンペーン

福井県全域での
アンケート協力数

2022年度 18,726件

（2022年4月28日〜2023年3月10日）

https://39-fukui.com/

福井県内 90の観光エリアにQRコード設置
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23,258件

（2023年4月28日〜2024年3月31日）

2023年度

16,540件

（2023年4月1日〜2024年10月14日）

2024年度

58,524件

18,717件

北陸新幹線開業後

2022年度

https://39-fukui.com/
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アンケートデータのオープンデータ化

県内７０エリアに、ユニークなQRコードを設置し、
アンケートに答えてくれたら、
抽選でプレゼントをするキャンペーン展開

2022年４月28日開始

（2023年1月31日時点）

アンケート収集数

58,524件

アンケートデータ

GitHub上に
オープンデータ化

アプリを開発して見える化（12アプリ）

トレンド分析

簡易分析
回答数推移

コメントマップ

満足度ランキング

コメント新着順

高感度ランキング

福井県に求めるもの

ワードクラウドコメント検索

観光滞在時間

リピート意向ランキング

観光マーケティング分析ツール

・観光目的分析
・観光客分析
・観光満足度分析
・観光誘客分析
・宿泊分析
・移動手段分析
・口コミ情報

2022年度

2024年度



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日〜2024年3月15日）

＜発地＞

GW
（2024年4月28日〜2024年5月6日）

＜年代＞

福井県全域 1

(21045件) (1843件)

・東京/石川の割合増加

・30代/40代の割合増加 28

お盆
（2024年8月9日〜2024年8月18日）

(1138件)

・京都/東京/岐阜の割合増加

2022年度



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日〜2024年3月15日）

＜発地＞

北陸新幹線開業後
（2024年3月16日〜2024年8月31日）

＜年代＞

大本山永平寺エリア

(824件) (803件)

・東京の割合が1番に

・40代の割合増加 29

お盆
（2024年8月9日〜2024年8月18日）

(83件)

・兵庫/大阪の割合増加

・40代/20代の割合増加

2022年度



新幹線開業以降に増えた東京からの観光客
3月16日〜8月25日

【年代】

【同行者】

【目的】

【宿泊数】

【世帯年収】

【満足度】

全体14874件
東京1143件

全体14874件
東京1143件

注：あくまでも福井県観光のボリュームゾーンは
中京・関西・県内の観光客HAPPINESS アンケート 2022年度



満足度ランキング100件以上 再来訪意向ランキング100件以上

＜県外＞ ＜福井県含む＞＜福井県含む＞＜県外＞
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2022年度



推奨意向ランキング
2024年度

NPS (ネット・プロモーター・スコア） 推奨意向

※例
全体回答者：100名で、推奨者：50名、批判者：40名
上記の場合のNPSは、下記計算式の値×100 でNPSは10となる
(推奨50人÷全体100人=0.5)－(批判40人÷全体100人=0.4)=0.1

※NPS 30は、かなり推奨意向が高いと言われている数値
企業等でのNPSはマイナスの数値となることが多い

エリア毎の各種数値は参考値
※エリア毎のアンケート回収数がまだまだ少なく

サンプル数300程度で統計的に有効とされている

回答者全体に占める推奨者の割合(%)から、批判者の割合
(%)を引いて出てきた数値がNPSの値となります

32

県全体

2022年度



来訪意向と福井県に求めるもの満足度とその理由

観光客の満足度向上に向けて課題解決を呼びかけ

2022年度



観光客の実態把握のためのツール強化（ダッシュボード）
2024年度



現状把握（４） ： 観光客の消費実態把握



日本最大級のオープンファクトリー・イベント RENEW で

「デジタル商品券（RENEW Pay）の実証実験」

2022年度

決済ログデータを
オープンデータ化して
アプリで見える化

消費動向などを分析

地域通貨の決済データの収集
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ふくいdeお得デジタルクーポン決済データの収集

2023年1月10日〜8月10日

福井駅周辺 鯖江駅・武生駅周辺 敦賀市街地周辺

全国旅行支援における県独自のデジタルクーポンの利用状況を地図上に可視化

宿泊観光客が、何処でどれくらい消費しているか？
経済動向の把握

2023年度



現状把握（５） ： 宿泊状況の把握
過去の実態把握と、未来が見える数値
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宿泊事業者：ダイナミックプライシング
周辺事業者：仕入れや人員手配
観光協会：プロモーション活動

エリア全体で活用オープンにすることで

宿泊予約データの収集 県内３エリアのエリアPMSを公開中
2023年度
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予約管理システム
（PMS）

データ収集ロボット
（RPA）

宿泊施設

クラウドサーバー

予約データ

7/1 〇〇人 ××円
7/1 〇〇人 ××円
7/2 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円
7/3 〇〇人 ××円

：

各施設から収集したデータを
集計し、エリア全体の数値を、
適切な形に加工した上で、
オープンデータとして公開

パソコンやスマートフォンから
閲覧可能

FTAS
（オープンデータ）

各施設のパソコンに、
データ収集ロボット（RPA）を
インストール

自施設のデータのみ参照可能
（メールアドレスとパスワードで管理）

エリア全体のデータ参照可能

エリアPMS構築

データ収集方法

宿泊事業者の経営情報のため、何度も丁寧に説明会を実施

2023年度



現状把握（６） ： 集客ポイントの予約状況
未来が見える数値



入込状況に合わせた
仕入れや人員手配に活用

福井県立恐竜博物館
2023年7月 リニューアルオープン

事前予約制を導入

予約データの
オープンデータ化

福井県立恐竜博物館予約データの収集
2023年度



RESAS
データ消費データ

移動データ
移動データ 消費データ消費データ

データ収集

データの可視化

データ活用

アンケートデータ
宿泊データ 決済データ

気象データ

FTAS
データポータル

地域DMOなど
エリアでのPDCA

……
❸県内90エリア390ポイント
観光客アンケート情報
（リアルタイム）

インサイト
データ

・データを活用した販売促進の
PDCAを支援

・行政や観光事業者への基礎的な観光
マーケティングデータを提供し、新商品開発
や商品の磨き上げ、販売などの支援

（可能な限りオープンデータ化）

…

福井県観光連盟のデータ Code for JAPAN/B.inc/basicmathなどとともに開発

新たに収集していくデータ 連携可能性を探るデータ オープンデータ活用の取り組み

「稼ぐ観光」に向けた、マーケティング・データ収集と連携機能、データ活用のためのシステム構築

Yahoo! JAPAN

などビックデータ

観光予報プ
ラットフォーム
データ

データ連携、分析オープンデータ化
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広告パフォー 
マンスデータ

入込データ

エリア毎、事業者毎
に見える化や分析

事業者毎のPDCA

下記と連携した
コンサルティングサービス

の仕組みづくり

産業支援センター
まちづくり会社

コンサルティング会社
など

❷PMS/SCの
宿泊実績や予約

データ
（リアルタイム）

❺Googleビジネなどの
インサイトデータ❹❺お土産のPOSや

ふくいdeお得クーポン
決済データなど

❶AIカメラを活用し
たセンサーデータ
（リアルタイム）

イベント

・アイデアソン、ハッカソンなど開催
しながら、人材開発や育成
・説明会を実施しながらデータの
利用促進

アンケートデータだけでなく
リアルタイムな定量データ収集

タイムリーなPDCA



データ収集のポイント

１）オープンデータを前提にデータ収集（データ化）
２）着地側での実態を数値化



税金で作ったホームページのアクセスログデータ

事業者が稼ぐための
マーケティングデータ提供を

考え始めた時の「問い」

税金で行っているアンケートで収集したデータ

誰のものか？

福井県公式観光サイト「ふくいドットコム」

１）オープンデータを前提にデータ化



keyword

オープンデータ

オープンソース

オープンロジック
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「自助」と「公助」の「共助」による

データの共有財産化



２）着地側での実態を数値化

＜2021年11月宿泊者数＞

外部の推計データ

143,390人

あわら市で把握している数値

56,507人

＜1日あたりの宿泊人数の最大値＞
外部の推計データ

11,000人

あわら市で把握している数値

6,000人程度

(内福井県内 46,099人)

(内福井県内 21,400人)

＜データソースによる違いを分析＞

男女比の比較

＜宿泊データの違いを分析＞

年代の比較

データソースによって、性年代とも違いが大きく存在

できるだけ、着地側で実態数値を収集していくことが必要



観光客の情報収集

福井県観光DX推進について

・観光情報掲載や旬の情報編集機能
・エリア毎などのソート機能
・予約/販売機能

（宿泊、飲食、体験、ツアー、お土産）
（体験、ツアー、お土産の一部をTXJで内製化）

アンケートデータ

メールアドレス

メールアドレスはプロモーションに活用
利用者データを含めて将来的には、広告
ビジネス活用を検討

ウェブサイトアクセス

データ

情報収集

＜観光客＞

＜マーケティング・データ＞

予約データ入込データ 宿泊データ

特別なクーポン

決済データ

観光客向け
地域通貨
・移動
・宿泊
・ツアー
・参加費、入館料
・お土産 など

※新たなアプリ開発は、これらとの競合になる

店舗情報
加盟店
データ

※観光データベースとして構築していきたい領域

※宿泊施設からの実績データが正確※入込数をセンサーで集計

＜観光データ整備＞

スマートメガネなど、今後の
あらゆるインターネット接続
デバイスに対応するためには、
データベース作りが重要

基本理念：ワンソースマルチユース（one source multi use）

1つの（情報）の出所から複数（多くの・様々な）メディアや目的に使用する。そ
のために福井県の観光に関するデータを「ふくいドットコム」に集約。

KDDI
ビックデータ

決済データ

・効果測定（フィードバック）情報
・現状把握からターゲット選

定して戦略立案
・コンテンツの開発や磨き上

げ、プロモーションの効率
化につなげる

外部のオープンデータも活用してAIによる需要予測していく

観光予報
プラットフォーム

気象データ

ユーザー
データ

※プロモーションに活用

※現在の課題
・観光客の移動が十分に把握できていない
・地域通貨の決済データで追える可能性あり

※今後、マーケティングデータとして獲得していきたいデータ

観光客向け
地域通貨

※プロモーションに活用

※フロントエンドのサービス（ Maas系など）の提供には、バックエンドの＜観光データ整備＞が必要不可欠

観光客はより便利で、よりお得なサービスを選択して利用するため、フロントエンドでの囲い込みは難しい。マーケティングデータは、着地側での実績値を収集していく方が良い。

観光データベース（現在の「ふくいドットコム」）

スポット情報 イベント情報 体験/ツアー等
商品情報

宿泊施設情報

独自のデータベース 外部のデータベース

※一部の観光協会とはAPI連携実装済み

※更なる情報のデジタル化とサイト掲載を働きかけていく必要がある

現在進行形のもの 今後やっていきたいこと

県・市町・DMO
観光連盟/協会

観光プレイヤー

ユーザーファーストの
情報提供が重要

※現在の課題
・交通系サービスのデジタル化が遅れている
・経路検索情報の提供は難易度が高い

※スポット情報はオープンデータ化済み

※メディア接触時間は、インターネットがテレビを超えて1位に

フロントエンド

バックエンド

利用者データ

※マイナンバーカード認証
（データ連携基盤との接続）

※オープンデータ化済み

情報提供

（リアルタイム） （リアルタイム）（リアルタイム化） （リアルタイム化）
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【あわら温泉】

芦原温泉旅館組合(マーケティング委員会)での説明会開催 合計 3回

【福井駅前エリア】

【小浜エリア】

まちづくり小浜 おばま観光局（小浜DMO）の声かけによる説明会開催 合計 2回

福井駅前エリアの宿泊事業、 11軒個別訪問

エリアPMS データ収集の合意形成と同意にむけて

15軒の加盟事業者中、10軒の事業者の同意

13軒の事業者が説明会に参加、６軒の事業者の同意

5軒の事業者の同意

２）着地側での実態を数値化



失敗したデータ収集 センサーによる人流把握

通信機能付き
人流計測センサー機器

市町の観光部局や観光協会、アンケート協力施設へ
人流センサー設置に関する協力依頼

センサー設置に関する決明会

福井県観光連盟からの呼びかけ

嶺北と嶺南で1回づつ説明会を開催
８施設の方々が参加

個別訪問して説明と設置

25施設への個別声かけ

7月18日(嶺南)説明会
7月21日(嶺北)説明会

18施設 26箇所

２）着地側での実態を数値化



データ収集の協力が得られている要因

２）着地側での実態を数値化

第３セクター（観光連盟）主導であることと
地域を代表する企業が結集し
地方銀行の子会社が事務局という信頼感

データ収集の協力が得られない課題

エリアPMSの構築において、
チェーン系ホテルのデータ提供の
協力が得られない

エリアPMSの構築は
地域の有志の経営者判断（協力）
によって成り立っている

（チェーン系ホテルは漁夫の利状態）

DXの推進は、アナログ（リアル）な信頼関係の上に成り立っている



今後のデータ収集とFTASでの見える化のチャレンジ

・エリアPMSのエリア数の拡大

・入込の実態把握
→ AIカメラを活用した、入込の実態把握（分単位、日など）

・観光客の移動の把握
→ 地域通貨の決済ログでトリップチェーンの可視化

・インバウンドの実態把握
→ 北陸３県での実証実験中



FTASを通してやっていること
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FTAS（福井県観光データ分析システム）

観光の実態把握の為のデータ収集し
オープンデータとして公開

観光客の満足度向上に向けて
観光コンテンツの磨き上げ
新たな観光コンテンツ開発

稼ぐ観光を実現させていく

https://www.fuku-e.com/FTAS

https://www.fuku-e.com/FTAS


※2024年春 北陸新幹線敦賀延伸予定

観光プレイヤー

DMO（行政）

地域DMO

観光関連データ収集

商品・サービス開発
磨き上げ

AIなど活用した

需要予測

コスト削減等による

収益の拡大

集客ポイント開発

STEP１ STEP２ STEP３ STEP4

データを基にした
政策立案と展開

データを基にした
事業展開

2023年度〜 2024年度〜

データを利活用できる行政職員の育成

福井県観光分析システム
略称：FTAS（エフタス）

（DMP）

キャッシュポイントづくり
データを利活用できる観光プレイヤーの育成

集客ポイントづくり

CRMの展開
満足度
推奨意向の向上

見える化
分析

2025年度〜 2026年度〜
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行政

データ活用による「稼ぐ観光」の中長期展開イメージ



福井県公式観光サイト「ふくいドットコム」の運用

その時々で、何を打ち出していくか？

〈判断材料〉
Googleアナリティクスデータ
・流入検索ワード
・写真のクリック数（ページ閲覧数）
・過去の実績データ

SNSの反応
・いいね数
・シェア数

HAPPINESSアンケート
・アンケート回答数
・推奨意向（NPS）数値

毎週、データを基に編成会議を実施
・翌週、翌々週に、公式サイト上で何を掲載いくか？
・SNSで何を投稿していくか？

推奨意向ランキング
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データを基に、現状分析と戦略立案支援活動

■芦原温泉旅館組合（マーケティング委員会） ■勝山市観光まちづくり（勝山DMO）

恐竜博物館の予約データを基に協議周辺温泉地の宿泊データも併せての現状分析と新たな施策の協議

あわら市観光協会の方も含めて協議

■まちづくり小浜 おばま観光局（小浜DMO）
KDDIの人流データを基に、夏の実態分析

■越前おおの観光ビューロー
データで現状把握しながら、SWOT分析を実施 ■コンテンツ造成補助事業でデータ分析項目の必須化

https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-reservation/
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FTASの利用説明会の実施

■福井県よろず支援拠点（福井県産業支援センター）

■福井銀行C&C

県内企業を支援するコンサルタントへのFTAS説明との意見交換

中小企業支援をする、よろず相談委員向けにFTAS説明と意見交換

■講演・研修会などでデータで現状伝達と
データ活用の働きかけ
講演・研修・勉強会など 32回実施 （2023年度）

福井商工会議所青年部 福井市議会特別委員会 仁愛大学講義

ふくいMaas協議会

あわら市で観光ビジョン作成WS

福井県観光アカデミー講義

各種オンラインセミナー県内交通事業社勉強会

FOSS4G 2023 Japan@FUKUI まちづくり有志の勉強会

若狭湾サイクリングルート推進協議会

https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-reservation/


・観光を（出来る限り）数字で語る

・観光をデジタルを活用して効率化（効果測定）

・データを基に打率を上げる

・勘（感）ピュータから、コンピュータへ



アンケート協力
データ提供

オープンデータ化
シビックテック
（現状や課題の見える化）

満足度の高い
観光コンテンツ開発
（モノ・コト）

行政・地域DMO
観光プレイヤー

Code for Fukui

観光客・県民
観光プレイヤー

みんなで創る福井県観光

PR、誘客、販促
コンテンツ開発支援

観光連盟・広域DMO

60



自律分散型相互運用

１つの目標に向かい
みんなが出来る力を持ち寄って
それぞれが主体的に活動する
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データ活用例



行政や観光協会などでの活用事例（１）

■議会対応

■政策立案

■効果測定

■補助金事業申請

・観光客の属性や周遊の傾向、新幹線開業効果の確認
→ 議会で説得力のある説明に活用

（市役所観光課/課長）

・地域の満足度や感想、宿泊予約の状況、消費動向に
ついて、現状を確認するため
→ 観光庁補助事業申請に活用（R６年度 採択３件）

プロモーションのターゲット設定に活用
（市役所観光振興課/担当者）

・北陸新幹線開業効果分析、月別データ分析
→ 観光施策を計画するうえで活用し

数字を提示して説明ができた
（町役場観光商工課/課長補佐）

■プロモーション

＜主な活用シーン＞



行政や観光協会などでの活用事例（２）

・町の観光統計の一部として
→ 観光協会会員への説明資料の一部として活用 
→ 観光庁補助事業の計画書の一部に記載

（町観光協会/課長）

・ニーズやターゲットの把握のため
→ 商品開発予算の根拠データとして活用
→ 広告のターゲット設定に活用

（市観光協会/担当者）

・エリア毎の客層の違いの分析
→周遊促進、広告出稿やチラシ配布エリアの選別、
町内観光事業者との情報共有などに活用

（町観光協会/担当者）

■議会対応

■政策立案

■効果測定

■補助金事業申請

■プロモーション

＜主な活用シーン＞



宿泊事業者 ・アンケートデータで、
関東、関西、中京からの比率と単価を確認
→ 価格の変更を検討

（担当者）

・エリアPMSで、宿泊予約状況の確認
→ 価格設定の変更（ダイナミックプライシング）

（経営者）

まちづくり会社 ・観光客の実態確認
→ 観光庁 補助事業の申請時に

事業計画策定根拠として活用
（経営者） 65

観光施設や民間事業者での活用事例（１）



観光施設や民間事業者での活用事例（２）

観光施設事業者 ・来訪者の導線を確認するため
→ 管理権限者への説明に当たっての数値確認など

（担当者） 

・観光客の声（満足度の理由）を確認
→ ベンチが欲しいという声を見て、

ベンチを設置した
（マネージャー） 

・アンケートデータで訪町者の傾向、発地など確認
→ 広告宣伝先の見直し検討ができた

（担当者）
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観光施設や民間事業者での活用事例（３）

道の駅運営事業者 ・観光客の声（満足度の理由）を確認
→ トイレ改修を町へ要望

（マネージャー）

・恐竜博物館予約状況の確認
→ スタッフの手配と生鮮系仕入れの量を

調整するため
（道の駅/マネージャー） 

観光案内所 ・推奨意向ランキングを確認
→ 人気の観光地やおすすめしたい観光地を

お客様の声として活用
（マネージャー）
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観光施設や民間事業者での活用事例（４）

商業施設
運営事業者

・エリアPMSを活用
→ 施設内の店舗との定例会議で

店舗売上向上に向けた有益な情報として
共有している
（マネージャー）

地域交通事業者 ・アンケートデータで、交通手段の割合など
→ 肌感覚と合わせての振り返りと

今後の事業戦略づくりのため
（取締役）
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・データは、実態の可視化であり、戦略やアクション立案の基で、
効果測定のツール

・データは、合意形成の入り口として役立つ

・そして、データは迷った時にみんなで戻れる拠り所になる

データとは？



今後の展開



過去の実績を基にAIを活用した需要予測

日時の入込み数

日時の宿泊数

天気データ

イベントデータ

入込予測
消費（売上）予測

観光予報
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AIを活用した、コンサルティングの自動化

※テスト運用中

福井県観光AIアドバイス https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-advice/

HAPPINESSアンケート 90のエリア毎に、ChatGPTによる改善提案アドバイス

https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-advice/
https://code4fukui.github.io/fukui-kanko-advice/
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AIを活用した、観光客向けコンシェルジュ機能の提供

福井工業大学 AI & IoTセンター「 AI&IoTコンソーシアム LLM活用ワーキンググループ」に参画して共同研究を展開

HAPPINESSアンケート

オープンデータ
生成AI

ChatGPT

福井県観光によるまちづくり

課題解決

■プロトタイプ作成

大量のアンケート回答データから
重要度と緊急度を判定して

アラートを出すシステム開発

観光客にお質問に対して
大量のアンケート回答データをAI解析して

おすすめのレコメンドを返す
チャットボットのシステム開発

１）AIアラート ２）AIレコメンド



観光客の情報収集

福井県観光DX推進について

・観光情報掲載や旬の情報編集機能
・エリア毎などのソート機能
・予約/販売機能

（宿泊、飲食、体験、ツアー、お土産）
（体験、ツアー、お土産の一部をTXJで内製化）

アンケートデータ

メールアドレス

メールアドレスはプロモーションに活用
利用者データを含めて将来的には、広告
ビジネス活用を検討

ウェブサイトアクセス

データ

情報収集

＜観光客＞

＜マーケティング・データ＞

予約データ入込データ 宿泊データ

特別なクーポン

決済データ

観光客向け
地域通貨
・移動
・宿泊
・ツアー
・参加費、入館料
・お土産 など

※新たなアプリ開発は、これらとの競合になる

店舗情報
加盟店
データ

※観光データベースとして構築していきたい領域

※宿泊施設からの実績データが正確※入込数をセンサーで集計

＜観光データ整備＞

スマートメガネなど、今後の
あらゆるインターネット接続
デバイスに対応するためには、
データベース作りが重要

基本理念：ワンソースマルチユース（one source multi use）

1つの（情報）の出所から複数（多くの・様々な）メディアや目的に使用する。そ
のために福井県の観光に関するデータを「ふくいドットコム」に集約。

KDDI
ビックデータ

決済データ

・効果測定（フィードバック）情報
・現状把握からターゲット選

定して戦略立案
・コンテンツの開発や磨き上

げ、プロモーションの効率
化につなげる

外部のオープンデータも活用してAIによる需要予測していく

観光予報
プラットフォーム

気象データ

ユーザー
データ

※プロモーションに活用

※現在の課題
・観光客の移動が十分に把握できていない
・地域通貨の決済データで追える可能性あり

※今後、マーケティングデータとして獲得していきたいデータ

観光客向け
地域通貨

※プロモーションに活用

※フロントエンドのサービス（ Maas系など）の提供には、バックエンドの＜観光データ整備＞が必要不可欠

観光客はより便利で、よりお得なサービスを選択して利用するため、フロントエンドでの囲い込みは難しい。マーケティングデータは、着地側での実績値を収集していく方が良い。

観光データベース（現在の「ふくいドットコム」）

スポット情報 イベント情報 体験/ツアー等
商品情報

宿泊施設情報

独自のデータベース 外部のデータベース

※一部の観光協会とはAPI連携実装済み

※更なる情報のデジタル化とサイト掲載を働きかけていく必要がある

現在進行形のもの 今後やっていきたいこと

県・市町・DMO
観光連盟/協会

観光プレイヤー

ユーザーファーストの
情報提供が重要

※現在の課題
・交通系サービスのデジタル化が遅れている
・経路検索情報の提供は難易度が高い

※スポット情報はオープンデータ化済み

※メディア接触時間は、インターネットがテレビを超えて1位に

フロントエンド

バックエンド

利用者データ

※マイナンバーカード認証
（データ連携基盤との接続）

※オープンデータ化済み

情報提供

（リアルタイム） （リアルタイム）（リアルタイム化） （リアルタイム化）



福井県観光DX推進について 5年先くらい？

その人にあった、最高のツーリズム体験

＋
観光客の嗜好性DB

観光地のファクトDB

ASI地点情報を持つ端末
最強のレコメンド機能

観光地と観光商品
の磨き上げ

アクション
の効果測定

加工や利用や容易なDBをいかに創っていくかが勝負



脱皮できない蛇は死ぬ



仏とは、
全ての縁を「善縁」にしていく
思考と覚悟

仏教の教えとは、
「苦から楽へ、共に幸せになる道」

仏教の教えを一言で言うと
「縁起」

曹洞宗大本山 永平寺
副館院 西田正法 老師
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